
様式第２号(事業別概要) No．86　　　　

）

( 単位： 千円)

＜事業に関する 説明＞

担 当

主 査

平成２ １ 年度　 一般会計 予算見積 事業別概要書（ 当初）
款   4． 衛生費                                  事 業 名   7． 水質汚濁防止対策 参 事

 環境保全課 （ 執行課： 環境保全課

項   1． 保健衛生費                              細事業名

連 絡 先

予算分析 臨時経費 継続事業 単独事業

目   6． 公害対策費 担当課･係

9, 749 

( 歳　 入) ( 歳　 出) 財源内訳 県支出金 一般財源

要 求 額 716 10, 465 要　 　 求 716 

決 定 額 決　 　 定

総事業費 82, 500千円 事業期間 平成18年度～平成22年度

 
年度別事業費

18年度 19年度 20年度 21年度

実
施
計
画
の
内
容

（ 実施計画における 事業の概要） 施　 　 策  水と 緑に囲ま れた、 快適で安心し て暮ら せる ま ちづく り ／快適な生活環境が創造さ れる ま ちづく り ／水質の汚濁防止のための対策を講じ ま す。

 【 有機塩素系化合物によ る 地下水汚染対策に関する 業務】 施策体系ｺ ﾄーﾞ 02-03-01-30-10 事業番号 154-1

 有機塩素系化合物によ る 地下水汚染対策に関する 業務

10, 500 

（ 事業の目的） （ 事業の効果）

22年度

 20, 500 20, 500 20, 500 10, 500 

 新町地区においては汚染地下水の揚水曝気によ る 浄化対策及び浄化  で、 有機塩素系化合物に汚染さ れた地下水の汚染機構を解明し 、 そ  る 浄化対策を実施する こ と によ り 、 地下水質の改善が見込ま れる 。

 

 （ 事業実施に関する 根拠法令）

  水質汚濁防止法


（ 事業の説明）

 　 有機塩素系化合物によ る 地下水汚染の汚染機構解明調査のため、  　 当市では水道水源の６ ５ ％を地下水に依存し ている 。 ま た、 地下  　 太田地区における 機構解明調査を実施する こ と によ り 、 汚染源究

 太田地区においてモニタ リ ング調査その他調査を実施する 。 ま た、  水は世代を越えた共有の資源と し て保全し ていく 必要がある 。 そこ  明の基礎資料と なる 。 新町地区において汚染地下水の揚水曝気によ

 

 効果確認調査、 上志津地区においてはモニタ リ ング調査を実施する  の浄化対策を実施する こ と によ り 、 地下水の保全を行う も のである  ま た、 上志津地区において公共用水域への汚染物質の湧出状況等を

 。  。  監視する 。

   

  

   

（ 事業実施上の問題点） （ 前年度から の見直し 点） （ 見積についての特記事項）

 　 汚染機構解明調査の実施にあたっては、 汚染が地下数十mに存在  

   

 し ている こ と から 、 汚染源の究明に時間及び費用がかかる と と も に   

 、 完全な汚染浄化対策を実施する ためには、 １ ０ 年以上の歳月と 費   

 用を要する 。

   

   

(佐倉市）


